
I W A T E  A R E AI W A T E  A R E A

展示
・

交流拠点

※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

いのちをつなぐ未来館
●いのちをつなぐみらいかん

K釜石市鵜住居町4-901-2（うのすまい・トモス）
k三陸沿岸道路釜石北ICから車で4分
J9時30分～17時30分（11～2月は～17時）
i水曜
G館内無料（語り部プログラムは1時間半コース
　1万1000円～※1週間前までに要予約）
pあり（大型バス：あり）
https://unosumai-tomosu.jp

0193-27-5666（うのすまい・トモス） P112E4MAP

展示室は「東日本大震災と釜石」「鵜住居地区防災セ
ンターの出来事」「釜石の子どもたち」の3テーマに分け
てパネルや映像で紹介。自由に見学可能だが、無料ガ
イドのお話をぜひ聞いてみよう（要予約、3人以上）

資料閲覧室は、東日本大震災に関する書籍や資料、寄
贈された写真などを収蔵し、自由に閲覧できる。また防
災学習室は企画展やワークショップなどが行われる多
目的スペースとなっている

地元の小・中学生は発災後4つの避
難場所を転々としました。実際の避

難路はどれくらいの距離で、何分ほどか
かったでしょうか？

Q1

普段避難訓練で使用していたござ
いしょの里からさらに高台を目指し

て避難したきっかけは何だったでしょうか？

Q2

避難路追体験の語り部プログラムの様子。地元の小・
中学生たちが避難した経路を実際に語り部と一緒に歩
いて巡る。1時間半と2時間半のコースから選べるほか、
オンラインプログラムも実施中

住
居
駅
前
エ
リ
ア
に
広
が
る

う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
に
、震

災
伝
承
と
防
災
学
習
の
た
め
に
設

立
さ
れ
た
公
共
施
設
。釜
石
祈
り
の

パ
ー
ク（
P

40
）に
隣
接
し
、展
示
室

や
資
料
閲
覧
室
、防
災
学
習
室
を
兼

ね
備
え
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
て
お
り
、館
内
を
無
料
で
案
内

す
る
ほ
か（
要
予
約
）、防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
団
体
向
け
の
防
災
研
修

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
語
り

部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、実
際
に
地
元
の

小
・
中
学
生
が
避
難
し
た
道
を
歩
い

て
た
ど
り
、震
災
当
時
の
出
来
事
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
。鵜
住
居
地
区
で
は
多
く
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
た
一
方
で
、生
徒
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
生
還
を
果
た
し
ま
し

た
。避
難
路
を
追
体
験
す
る
こ
と
で

「
避
難
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
」

を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ほ
か
に
も
、釜
石
鵜
住
居

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
や
水
門
・
防
潮
堤

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、多
く
の

学
び
を
得
ら
れ
ま
す
。

釜石市
●かまいしし

多
く
の
生
徒
た
ち
を
救
っ
た
実
際
の
避
難
路
を
歩
く
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※要予約

語り部あり
※要予約

?
考えてみよう??

鵜

A1約1.6kmの道のりを、40～50分間避難し続けた。
実際に歩くことでその大変さを体感できる。

A2 近くの崖が崩れ始め、異変を察知した付近の住民がさらに逃げたほう
がよいと助言。避難したあとございしょの里は津波にのみ込まれた。

釜
石
市
の
被
害
状
況

●
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
み
ら
い
か
ん

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館

注①出典：東日本大震災　釜石市証言・記録集「伝えたい
　　3.11の記憶」,平成28年（2016）7月13日,釜石市

う
の

　
　

 

す
ま  

い

慰霊碑
・
公園

※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

?

釜石祈りのパーク
●かまいしいのりのぱーく

K釜石市鵜住居町4-901-2（うのすまい・トモス）
k三陸沿岸道路釜石北ICから車で4分
JiG入場自由
pあり（大型バス：あり）
https://unosumai-tomosu.jp

0193-27-5666（うのすまい・トモス） P112E4MAP

釜石市
●かまいしし

石
市
の
な
か
で
最
大
の
被
害

を
受
け
た
鵜
住
居
町
。「
東

日
本
大
震
災
の
記
憶
や
教
訓
を
将

来
に
伝
え
る
と
と
も
に
、生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
感

じ
ら
れ
、憩
い
親
し
め
る
場
」と
し

て
三
陸
鉄
道
鵜
住
居
駅
前
エ
リ
ア

に
複
数
の
公
共
施
設
が
２
０
１
９
年

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。総
称
し
て
う

の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
と
よ
ば
れ
る
エ

リ
ア
で
、犠
牲
者
を
慰
霊
し
追
悼
す

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
が
釜
石
祈

り
の
パ
ー
ク
。犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
芳
名
を
刻
ん
だ
芳
名
板
を

設
置
し
、献
花
台
を
備
え
る
慰
霊
碑

の
ほ
か
、鵜
住
居
駅
前
地
区
に
お
け

る
津
波
浸
水
高（
海
抜
11
m
）を
表

す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、市
民
総
意
の
誓

い
と
し
て
作
ら
れ
た
釜
石
市
防
災

市
民
憲
章
碑
、多
く
の
方
が
避
難
し

犠
牲
と
な
っ
た
防
災
セ
ン
タ
ー
跡
地

碑
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　隣
接
す
る
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来

館（
P
41
）で
は
、防
災
セ
ン
タ
ー
で

の
出
来
事
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
展

示
も
あ
る
の
で
、併
せ
て
見
学
し
よ

り
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

津波が2階天井付近まで達し、釜石市で最も犠牲者が
集中した場所となってしまった鵜住居地区防災セン
ター。この想像を絶する悲劇を風化させることなく伝え
るために跡地に碑が建立された

あらゆる災害から未来の命を守るため、市民総意の誓
いとして作られた「釜石市防災市民憲章」を刻んだ碑。
「備える・逃げる・戻らない・語り継ぐ」ことの大切さが説
かれ、後世へ伝えるメッセージとなっている

Q1

慰霊碑・献花台のエリア。犠牲になられた方々の芳名
が刻まれた芳名板の上には、この地区を襲った津波の
高さ・海抜11mを表すモニュメントが立つ。隣のいのち
をつなぐ未来館と併せて訪れたい

町
最
大
の
被
害
を
受
け
た
跡
地
に
立
つ
祈
り
の
場
所
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釜
石
市
の
被
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状
況

施設DATA

考えてみよう?
施設ガイド 車椅子OK
※要予約

?

釜

A1

釜
石
祈
り
の
パ
ー
ク

●
か
ま
い
し
い
の
り
の
ぱ
ー
く

鵜住居地区防
災センターに

震災当日、多くの住民
が避難してしまいまし
た。認識のズレがあり
被害が広がったとい
われていますが、それ
はなぜでしょうか？

「防災センター」という名前なのに津波避難場所には指定されていなかった。
また普段この施設で避難訓練が行われていたため多くの住民が殺到した。

注①出典：東日本大震災　釜石市証言・記録集「伝えたい
　　3.11の記憶」,平成28年（2016）7月13日,釜石市

う
の 

す
ま  

い
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